
諏訪の貞松院

徳川家ゆかりの品を収蔵する貞松院の

山田住職と特別公開のチラシ

徳
川
家
ゆ
か
り
の
品
3
。
点

4
月
8
日
宝
物
を
特
別
公
開

諏
訪
市
諏
訪
2
の
貞
松
院
（
山
田
雄
道
住
職
）
は
4
月
8
日
、
所
蔵
す
る

宝
物
を
特
別
公
開
す
る
。
徳
川
家
康
の
六
男
松
平
忠
輝
ゆ
か
り
の
品
を
中
心

に
、
茶
道
具
や
古
九
谷
の
大
皿
な
ど
約
3
0
点
を
本
堂
と
庫
裏
に
展
示
す
る
。

尺
八
の
一
種
で
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
伝
わ
っ
た
蒜
耶
銘

「
乃
中
敷
」
を
模
し
て
作
ら
れ
た
「
秋
声
」
の
演
奏
が
午
前
1
1
時
か
ら
本
堂

で
行
わ
れ
る
。
奏
者
は
郡
山
流
大
師
範
の
両
角
粋
山
さ
ん
。
（
唐
沢
宏
）

一
忠
輝
の
墓
所
で
も
あ
る
貞
松
院

は
、
数
多
く
の
遺
品
を
守
り
伝
え

る
。
特
別
公
開
で
は
、
家
康
が
忠

輝
に
与
え
た
乃
可
勢
を
は
じ
め
、

忠
輝
が
大
坂
夏
の
陣
で
使
っ
た
と

さ
れ
る
陣
羽
織
や
陣
太
鼓
、
加
賀

前
田
家
か
ら
忠
輝
に
贈
ら
れ
た
古

九
谷
の
大
皿
、
天
海
僧
正
が
忠
輝

に
あ
て
た
書
状
（
い
ず
れ
も
市
指

定
文
化
財
）
、
忠
輝
公
肖
像
画
な
ど

を
展
示
す
る
。

こ
の
う
ち
古
九
谷
の
大
皿
は

「
加
賀
の
白
山
」
が
描
か
れ
、
「
江

戸
時
代
の
所
有
者
が
特
定
で
き
る

古
九
谷
は
他
に
は
な
い
」
と
言
わ

れ
る
絶
品
。
1
5
年
秋
に
石
川
県
加

賀
市
で
開
か
れ
た
展
覧
会
に
も
特

別
出
品
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
民

衆
や
大
名
か
ら
熱
狂
的
な
支
持
を

集
め
た
徳
本
上
人
の
書
「
大
字
名

号
」
の
掛
け
軸
や
、
初
代
高
島
藩

主
諏
訪
頼
水
に
嫁
い
だ
貞
松
院
の

遺
品
な
ど
も
展
示
す
る
。

特
別
公
開
は
2
0
1
7
年
以

来
。
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う

す
る
家
康
」
で
家
康
に
注
目
が
集

ま
る
聖
徳
川
家
ゆ
か
り
の
品
々

を
拝
観
し
た
い
と
い
う
声
に
応
え

た
。
山
田
住
職
は
「
文
化
財
が
地

元
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
樹

齢
4
0
0
年
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
と

あ
わ
せ
て
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。

入
場
無
料
。
時
間
は
午
前
1
0
時

利
用
で
き
る
。
■
翌
9
日
に
は
吉
川

忠
英
さ
ん
の
夜
桜
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ

（
諏
訪
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
協
会
主

催
）
も
あ
る
。

特
別
公
開
の
問
い
合
わ
せ
は
、

貞
松
院
（
電
話
0
2
6
6
・
5
2

・
1
9
7
0
）
へ
。


